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ブリ種苗放流技術開発調査 

 

福永稔 
 

 本調査は，(社)日本栽培漁業協会の委託事業として，徳島県沿岸海域のブリの生態（移動・分散や成

長等）を明らかにし，ブリ資源の添加機構の解明及び資源培養手法の開発のための基礎的知見を得るこ

とを目的とし，昭和 63年度より継続実施している。 

 平成 8年度は，徳島県海部郡牟岐町大島での標識魚放流調査とブリ漁獲量調査を実施した。その結果

及び平成 8年度中に報告された過去の標識放流魚の再捕状況について報告する。 

 調査を実施するにあたり，標識魚放流調査では牟岐東漁業協同組合に，漁獲量調査では鳴門町，新鳴

門，椿泊，伊島，牟岐東，牟岐町，鞆浦及び宍喰の各漁業協同組合に資料の提供や生物調査の実施にそ

れぞれ便宜を図っていただいたことを厚くお礼申し上げる。また，標識魚の再捕報告に協力していただ

いた関係漁業者並びに関係漁業協同組合の職員の方々にお礼申し上げる。 

材料及び方法 

1 標識魚放流調査 

 徳島県南部に位置する牟岐町大島周辺海域で漁獲された天然ブリの標識放流を実施する予定であ

ったが，前年度に引き続き平成 8 年度も飼付け漁の不漁で 11 月中旬に 1 度天然ハマチの標識放流が

実施できたのみで，3 月中旬までまとまった漁獲がなかったため，放流地点に隣接した海南町の養殖

場より養殖魚を購入し，平成 9年 3月下旬に標識放流を実施した。 

 放流魚の大きさは，第 1回放流が天然ハマチ（放流 1）で尾叉長 38.5～46.0cm（平均 41.4cm），体

重 0.77～1.41kg（平均 1.02kg）であった。第 2回放流は，養殖ハマチ（放流 2）が尾叉長 30.4～36.0cm

（平均 32.8cm），体重 0.40～0.76kg（平均 0.53kg）と天然魚に比較して小型の魚であった。養殖メジ

ロ（放流 3）が尾叉長 58.5～65.0cm（平均 61.4cm），体重 3.33～4.64kg（平均 3.92kg）と前年に比較

して大型の魚であった。 

 各放流群の概要を表 1に，放流場所を図 1に示した。 
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表 1 平成 8年度標識魚放流概要 

 

 

図 1 標識放流地点 

 

2 漁獲量調査 

(1) 地区別漁獲量調査 

 漁獲量調査は，鳴門，阿南，海部の 3地区について標本漁業協同組合（以下，漁協と略記する）

を設け実施した。標本漁協は，鳴門地区が鳴門町・新鳴門漁協，阿南地区が椿泊・伊島漁協，海

部地区が牟岐東・牟岐町・鞆浦・宍喰漁協の 8漁協で各地区でのブリ漁獲の多い漁協を選定した。

標本漁協の位置を図 2に示した。これら標本漁協の水揚げ伝票から，ブリの銘柄別の月別漁獲量

を調査した。 
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図 2 漁獲量調査標本漁協位置 

 

(2) 日別漁獲量調査 

 標本漁協の一つである鳴門町漁協の日別漁獲量と水産試験場鳴門分場の汲み上げ海水水温に

ついて調査した。 

結果及び考察 

1 標識魚放流調査 

(1) 過去の放流群の再捕状況 

1) 鳴門海峡放流群 

 昭和 63～平成 3年度に鳴門海峡で実施した標識放流魚については，新たな再捕報告はなか

った。 

2) 平成 5年度以前の牟岐町大島放流群 

 平成 2～5年度に牟岐町大島で実施した標識放流魚については，新たな再捕報告はなかった。 

3) 平成 6年度牟岐町大島放流群 

 平成 7年度報告以降の追加再捕報告状況（平成 9年 3月 31日現在）を表 2に示した。 

 再捕場所については，放流地点の牟岐町大島周辺を「大島」，放流地点より北側の日和佐

町以北を「北側」，放流地点より南側の海南町以南を「南側」，和歌山県側を「東側」と分

類した。 
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表 2 平成 6年度－放流 1（大島東側放流群）再捕状況 

 

 

① 養殖ハマチ放流群 

i) 放流 1（大島東側放流群） 

 平成 8年度中の新たな再捕報告尾数は 1尾で，累積再捕率は 24.4％となった。 

 再捕状況は，放流後 415 日経過した放流翌年の 4 月に，平成 7 年度養殖メジロ放流群

（H8.3.25放流）の 1尾（魚体重 5.6kg）と同時に「南側」の高知県佐喜浜の大型定置網で漁

獲され，魚体重は 5.8kg（放流時平均体重 0.84kg）となっていた。 

ⅱ) 放流 2（大島西側放流群）・放流 3（大島南側放流群）・放流 4（大島北側放流群） 

 平成 8年度中に新たな再捕報告はなかった。 

② 養殖メジロ放流群 

 平成 8年度中に新たな再捕報告はなかった。 

4) 平成 7年度標識放流魚の再捕状況 

 平成 7年度報告以降の追加再捕報告状況（平成 9年 3月 31日現在）を表 3－1・2に示し

た。 

 再捕場所については，平成 6年度と同じ分類とした。 

①養殖ハマチ放流群（放流 1） 

 平成 8年度中の新たな再捕報告尾数は 9尾で，累積再捕率は 23.1％となっている。 

 再捕場所については，「大島」で 52.2％，「北側」で 43.5％，「南側」で 4.3％再捕され

ており，平成 6年度同様に天然魚と異なり「東側」での再捕報告はなかった。再捕漁法につ

いては，定置網 60.9％，刺網 28.3％，釣り 10.9％となっており，放流直後は定置網・刺網で

再捕され，その後も定置網主体に再捕されている。 

 平成 7年度放流群の特徴としては，8月以降の再捕報告が途絶えていること，放流後 15日

目に室戸岬を越えて高知県久礼の小型定置網で，7月（放流後 119日目）には阿南市椿泊の

小型定置網（魚体重 1.6kg）で各 1 尾再捕されており，「南側」・「北側」への最長の移動

が見られた。 
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表 3－1 平成 7年度－放流 1（養殖ハマチ放流群）再捕状況 

 

表 3－2 平成 7年度－放流 2（養殖メジロ放流群）再捕状況 

 

 

② 養殖メジロ放流群（放流 2） 

 平成 8年度中の新たな再捕報告尾数は 60尾で，累積再捕率は 21.1％となっている。 

 再捕場所については，「大島」で 62.5％，「南側」で 37.5％再捕されており，「北側」・

「東側」での再捕報告はなかった。再捕漁法については，釣り 53.1％，定置網 34.4％，刺網

10.9％，その他（延縄）1.6％となっており，8月以降はすべて釣りによる再捕となっている。 

 「南側」への移動状況は，4月下旬（放流後 31日目）には高知県佐喜浜の大型定置網に平

成 6 年度養殖ハマチ放流群 1 尾と同時に再捕されたのをかわきりに，同 32 日目には高知県

三津の大型定置網で 6尾が天然魚 1尾とともに再捕され，さらに，5月中旬（同 49日目）ま

でに高知県側で 8尾再捕されるなど，放流後 1ヶ月の 4月下旬から 4月中旬にかけて 1部の

群れが一斉に南下していることが考えられた。また，平成 7年度放流群の特徴として，これ

まで再捕報告がなくなっていた 11・12・1月に室戸岬沖で釣りにより各 1尾再捕されており，

室戸岬沖で南下群の一部が越冬していると考えられた。 

5) 平成 8年度標識放流魚の再捕状況 

 各放流群の再捕報告状況（平成 9年 3月 31日現在）を表 4－1・2・3に示した。 

 再捕場所については，平成 6年度と同じ分類とした。 

① 天然ハマチ放流群（放流 1） 
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表 4－1 平成 8年度－放流 1（養殖ハマチ放流群）再捕状況 

 
表 4－2 平成 8年度－放流 2（養殖ハマチ放流群）再捕状況 

 

表 4－3 平成 7年度－放流 3（養殖メジロ放流群）再捕状況 

 
 

 再捕報告尾数は 15尾で，再捕率は 34.9％となっている。 

 再捕状況は，「大島」で放流直後から放流後 80日目まで計 14尾再捕されたほかは，「北

側」の放流地点に隣接した日和佐町で放流後 23 日目に釣りにより 1 尾再捕されたのみで，

「南側」・「東側」での再捕報告はなく，放流地点周辺で滞留しているものと考えられた。

「大島」での再捕漁法は，定置網による 1尾のほかはすべて釣りによる再捕であった。 

② 養殖ハマチ放流群（放流 2） 

 再捕報告尾数は 124尾で，再捕率は 14.9％となっている。 

 再捕状況は，「北側」では放流地点に隣接した日和佐町の養殖場周辺で 74 尾が，放流 3

日目には阿南市の定置網で 4尾再捕されるなど，北側への移動が多くみられている。「大島」

では，定置網により 43 尾が再捕され，「南側」では，放流 2 日目に海部町・宍喰町で各 1

尾が，3日目には宍喰町で釣りにより 1尾が再捕された。「東側」では，放流直後では初め

て和歌山県由良町の定置網で 1尾再捕された。その後の移動分散状況については，年度末の

放流になったため，今後の再捕結果により検討する。 

③ 養殖メジロ放流群（放流 3） 

 再捕報告尾数は 7尾で，再捕率は 3.4％となっている。 

 再捕状況は，「大島」で釣り・刺網により各 2尾，定置網により 1尾再捕されたほか，「南
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側」の放流地点に隣接した海南町で釣りにより 2尾再捕された。その後の移動分散状況につ

いては，年度末の放流になったため，今後の再捕結果により検討する。 

(3) 牟岐町大島放流群の移動分散状況について 

1) 0歳魚（ハマチ）について 

 過去 4ヶ年間の標識放流魚の再捕結果を表 5－1・2に示した。 

 平成 8年度に実施した天然 0歳魚（ハマチ）の再捕結果は，平成 5年度放流魚の再捕結果

同様に放流翌年の 2月までは放流地点周辺で再捕されている。このことから，10～2月に来

遊した 0歳魚は，満 1歳を迎える 5月頃まで大島周辺に滞留後，紀伊水道外域を東側に移動

するものと，大島周辺で滞留するものがあると考えられる。さらに，1 歳魚（メジロ）放流

の再捕結果同様，2歳魚となる 5月には室戸方面へ南下していることが考えられる。 

表 5－1 牟岐町大島 0歳魚（天然ハマチ）放流群の再捕状況 

 
 

 養殖 0歳魚については，平成 8年度放流魚も放流後 1週間以内に放流地点に隣接した養殖

場周辺及び放流地点周辺の定置網での再捕率が高くなっており，過去の養殖魚放流結果と同

様に天然魚と比較すると放流直後に沿岸域に向かう性質があると考えられる。その後の移動

分散状況は，天然魚と比較すると，放流翌年の 1月頃まで放流地点周辺で滞留後，室戸方面

に南下する点では同様であるが，紀伊水道側への移動がみらること，放流直後に和歌山・高

知側への移動がみられるなど，放流直後の移動範囲が大きい点が異なっている。また，天然

魚でみられた 8月以降の和歌山県側での再捕報告がみられていない点も異なっている。 
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表 5－2 牟岐町大島 0歳魚（養殖ハマチ）放流群の再捕状況 

 

 

2) 1歳魚（メジロ）について 

 過去 7ヶ年間の標識放流魚の再捕結果を表 6－1・2に示した。 

 平成 5年度までの天然 0・1歳魚の再捕結果から，牟岐周辺に 10月頃来遊した 1歳魚は，

その後翌年の 3月頃まで海部郡沿岸一帯で滞留した後，沿岸沿いに室戸方面に南下している

ことが考えられ，和歌山側及び紀伊水道内への移動は少ないものと考えられる。 

 養殖 1 歳魚については，平成 8 年度放流魚も放流後 1 週間以内の再捕率が 3.4％と過去 2

カ年同様低くなっており，養殖魚でも 1歳魚になると沿岸域への移動は少ないものと考えら

れる。その後の移動分散状況は，天然魚同様 4 月頃より室戸方面への南下を始めているが，

天然魚ではほとんど再捕報告のなくなる 6～10月にも放流地点周辺で再捕されていることか

ら，一部の群れは放流地点周辺で滞留していることが考えられる。また，これまで再捕報告

のなくなっていた 11～1月に室戸岬沖で，平成 7年度放流群が各 1尾釣りにより再捕されて

おり，放流地点周辺から南下群の一部が室戸岬沖で越冬していることが考えられる。 
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表 6－1 牟岐町大島 1歳魚（天然メジロ）放流群の再捕状況 

 
 

表 6－2 牟岐町大島 1歳魚（養殖メジロ）放流群の再捕状況 

 
 

2 標本漁協の漁獲量調査 

 徳島県で漁獲されるブリの銘柄は，小型の方からツバス，ハマチ，メジロ，ブリに大きく分類され，

各漁協によりその区分は若干異なっている。調査対象とした地区ごとの銘柄区分概要は，平成 6年度



－10－ 

報告書のとおりである。 

(1) 地区別漁獲量 

 銘柄別漁獲量の年変動を年級群の変動として捉えるため，平成 7年度と同様に漁獲量の底であ

り，0歳魚・1歳魚の漁場への来遊の直前である 7月を境に，8月から翌年 8月まで（以下，「漁

獲年度」と呼ぶ）の漁獲量の集計を行った。 

 上記方法で集計した漁獲年度ごとの地区別銘柄別漁獲量を，表 7 及び図 3・4 に，また，地区

別月別漁獲量を図 5・6・7に示した。 

表 7 漁獲年度別のブリ地区別銘柄別漁獲量 

 

 

図 3－1 ツバス・ハマチ漁獲量経年変化 

注：1996年度については 8月～3月までの集計 
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図 3－2 メジロ・ブリ漁獲量経年変化 

注：1996年度については 8月～3月までの集計 

 
図 4－1 標本漁協ツバス・ハマチ月別漁獲量 

平年：1985.8～1995.7 

 
図 4－2 標本漁協メジロ・ブリ月別漁獲量 

平年：1985.8～1995.7 
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図 5－1 鳴門地区ツバス・ハマチ月別漁獲量 

平年：1985.8～1995.7 

 
図 5－2 鳴門地区メジロ・ブリ月別漁獲量 

平年：1985.8～1995.7 

 
図 6－1 阿南地区ツバス・ハマチ月別漁獲量 

平年：1985.8～1995.7 
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図 6－2 阿南地区メジロ・ブリ月別漁獲量 

平年：1985.8～1995.7 

 
図 7－1 海部地区ツバス・ハマチ月別漁獲量 

平年：1985.8～1995.7 

 

図 7－2 海部地区メジロ・ブリ月別漁獲量 

平年：1985.8～1995.7 

 

1) 鳴門地区 

 1995年度は，ツバス・ハマチが 40.98トン，メジロが 1.09トンの漁獲があり，ともに前年

度を大幅に上回り，平年値①（10 年平均：1985～1994，以下同じ）の 93％，92％とほぼ平

年並みの漁獲量であった。漁獲状況は，ツバス・ハマチは 8月下旬より漁獲され始め，10月
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にピークを迎え， 

 11月下旬に終漁するほぼ平年並みの漁獲状況であった。メジロは 8・9月が平年を下回っ

たものの 10月に平年を大きく上回った。 

 1996年度（1997.3現在，以下同じ）は，ツバス・ハマチが 7.27トンと平年値②（10年平

均：1985～1994 年度 8～3 月集計，以下同じ）の 17％と 1985 年度以降最低の漁獲量であっ

た。メジロは 1.62 トンと前年を上回り平年値②の 1.4 倍の漁獲量であった。漁獲状況は，4

月中旬から 12 月中旬までマダイの好漁が続いたため，ツバス・ハマチ対象の操業船の減少

もあり 8・9・10月が大幅に平年値を下回った。メジロは，操業船の減少にもかかわらず 8・

9・10月に平年を上回る漁獲があった。 

2) 阿南地区 

 1995年度は，ツバス・ハマチが 13.24トンと前年度を下回り平年値①の 52％，メジロ・ブ

リは 9.09トンと前年度を上回り平年値①の 1.3倍の漁獲量であった。漁獲状況は，ツバス・

ハマチが 10月に平年を若干上回る漁獲であったものの，12月に平年を大きく下回るなどそ

の後は平年を下回った。メジロ・ブリは，10 月の釣り，1・2 月の小型定置網でメジロのま

とまった漁があり平年を上回った。 

 1996 年度は，ツバス・ハマチが 10.75 トンと平年値②の 48％，メジロ・ブリが 5.23 トン

と平年値②の 82％の漁獲量であった。漁獲状況は，ツバス・ハマチが 10月にピークを迎え

たものの 11・12月が平年を大幅に下回った。メジロ・ブリは，9・1・3月に小型定置網でメ

ジロのまとまった漁があり平年を上回ったものの 9～12月の釣りが不漁であった。 

3) 海部地区 

 1995年度は，ツバス・ハマチが極端な不漁であった前年度を上回ったものの 12.50トンと

平年値①の 35％，メジロ・ブリは 24.25トンと前年度を下回り，平年値①の 45％の漁獲量で

あった。漁獲状況は，10～3月にかけての飼付け漁（釣り）で 12月に平年並みの漁獲があっ

たもののその他の月は平年を大きく下回り，その後もまとまった漁獲がみられなかった。メ

ジロ・ブリは，飼付け漁が不漁であり，大型定置網による漁獲も 3月にまとまった漁があり

平年を上回ったものの，4月は平年を大きく下回った。 

 1996年度は，ツバス・ハマチが 11.74トンと平年値②の 36％，メジロ・ブリは 15.38トン

と平年値②の 49％の漁獲量であった。漁獲状況は，飼付け漁で 10・11 月，小型定置網で 2

月に前年を上回る漁があったものの，12・1 月にはほとんど漁が無く平年を大きく下回って

いる。メジロ・ブリは，飼付け漁が前年同様不漁で推移し，大型定置網では 2月にメジロが

まとまって漁獲されたが，3月は平年を下回った。 

(2) 日別漁獲量の推移 

 標本漁協の一つである鳴門町漁協の日別漁獲量と水産試験場鳴門分場の汲み上げ海水水温の

推移を，図 8－1・2に示した。 

 1995年度の播磨灘 5定点の海洋観測による 10m層水温は，平年値（10カ年平均：1984～1993）
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と比較すると 8～11 月まで－0.4～＋0.4℃の「平年並み」で推移した。鳴門分場の連続水温観測

値と鳴門町漁協の日別漁獲量の推移を見ると，連続水温観測値が最高の 26℃台になった 8月下旬

より漁が始まり，24～23℃台に水温が降下してきた 9 月下旬から 10 月上旬をピークに，15℃台

まで降下した 12月上旬で終漁となっている。 

 

図 8-1 鳴門町漁協における日別漁獲量推移と鳴門分場水温（1995年） 

 

図 8-2 鳴門町漁協における日別漁獲量推移と鳴門分場水温（1996年） 

 

 1996 年度の播磨灘 5定点の海洋観測による 10m層水温は，平年値と比較すると 8～10 月まで

－0.2～＋0.2℃の「平年並み」で推移し 11月には「やや高め」となった。鳴門分場の連続水温観

測値と鳴門町漁協の日別漁獲量の推移を見ると，メジロは水温が 25℃台になった 8月上旬より漁

が始まったが，ハマチは水温下降期に入った 10 月上旬（24℃台）より漁が始まり，低調な漁模

様のまま 16℃台に水温が降下してきた 12月上旬で終漁となっている。 

 過去 5 年間の日別漁獲量の推移と水温の関係を見ると，平年値を大きく下回った 1994・1996

年度を除き，8月下旬もしくは 9月上旬の水温 25℃前後で漁獲が始まり，水温が 16℃前後まで降

下した 12月上旬頃で終漁となっている。 


